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気
の
ゆ
る
み
は
事
故
の
も
と
！

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
・
郵
便
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
証
明
用
写
真
機

か
ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

①
顔
写
真
を
撮
影
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
保
存
し
ま
す
。

②
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
み
、
申
請
用
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま

す
。

③
画
面
に
従
っ
て
必
要
事
項
を

入
力
し
ま
す
。

④
顔
写
真
を
添
付
し
て
送
信
し

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

①
顔
写
真
を
撮
影
し
、
パ
ソ
コ

ン
に
保
存
し
ま
す
。

②
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
ま
す
。

③
画
面
に
従
っ
て
必
要
事
項
を

入
力
し
ま
す
。

④
顔
写
真
を
添
付
し
て
送
信
し

ま
す
。

郵
便

①
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
ま
す
。

②
顔
写
真
（
縦
４・
５
㎝
×
横

３・５
㎝
）
を
貼
付
し
ま
す
。

③
申
請
専
用
の
封
筒
に
入
れ
、

郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応

の
証
明
用
写
真
機

①
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か
ら
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
申
請
」
を
選
択

し
ま
す
。

②
お
金
を
入
れ
て
、
交
付
申
請

書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し

ま
す
。

③
画
面
に
従
っ
て
必
要
事
項
を

入
力
し
ま
す
。

④
顔
写
真
を
撮
影
し
て
送
信
し

ま
す
。

　
ご
自
身
で
顔
写
真
を
準
備
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
住

民
課
の
職
員
が
写
真
撮
影
を
行

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
方
法

①
申
請
か
ら
約
１
～
２
か
月

後
、
町
役
場
住
民
課
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
届
き
ま

す
。

↓

②
住
民
課
か
ら
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）を
お
送
り
し
ま
す
。

↓

③
交
付
通
知
書
に
書
か
れ
て
い

る
必
要
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
書
類
等
）
を
住
民

課
ま
た
は
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

↓

④
暗
証
番
号
を
設
定
後
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
交
付
申
請
書
や
申
請
専
用
の

封
筒
が
必
要
な
方
、
お
持
ち
の

交
付
申
請
書
の
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
開
庁
時
間
内
（
平
日
8
時
30

分
～
17
時
15
分
）
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
難

し
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
サ
イ
ト

　

https://w
w

w
.kojinbango-

　

card.go.jp/kofushinse/

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
４

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

　
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
︱
９
５
︱
０
１
７
８

　
小
豆
島
町
で
は
今
年
度
、
自

転
車
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が

２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で

は
「
軽
車
両
」
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
運
転
の
際
は
次

の
５
則
を
守
り
、
車
の
運
転
と

同
じ
危
機
感
を
常
に
持
っ
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
５
則

１
．
車
道
は
左
側
を
通
行
す
る
。

２
．
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

　
　
車
道
寄
り
を
徐
行
す
る
。

３
．
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。

４
．
危
険
防
止
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
を
着
用
す
る
。

５
．
自
転
車
損
害
保
険
に
加
入

　
　
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
税
や
社
会
保
障
な
ど
の
手
続
き
に
も

使
え
ま
す
。

　
今
後
は
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
も
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
生

活
の
中
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
散
策
し
な
が
ら
発

見
す
る
「
ふ
る
さ
と
発
見
！
ウ

オ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　
3
月
8
日
㈰

※
雨
天
中
止

　
中
止
の
場
合
は
、
午
前
７
時

に
町
内
一
斉
放
送
し
ま
す
。

受
付　
８
時
15
分
～
45
分

開
会
式　
８
時
50
分

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ａ
，ｓ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
&
ダ
ン
ス

　
（
講
師　
白
下　
珠
那 

氏
）

ス
タ
ー
ト
（
予
定
）　

◦
健
脚
コ
ー
ス
：
９
時
45
分

◦
ゆ
と
り
コ
ー
ス
：
10
時

集
合
場
所　
内
海
総
合
運
動
公

　
園
多
目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン

　
ド
）

※
駐
車
場
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ゆ
と
り

コ
ー
ス
の
方
は
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
橘
埋
立
地
ま
で
バ
ス
で
お

送
り
し
ま
す
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
健

康
な
方
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

参
加
費　
無
料

コ
ー
ス　
左
上
図
参
照　

持
参
物　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨

具
な
ど

申
し
込
み
方
法　

①
申
込
書
の
提
出

社
会
教
育
課
、
最
寄
り
の
公

民
館
、
内
海
Ｂ
&
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
請
書
は
各
施
設
に

あ
り
ま
す
。）

②
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

社
会
教
育
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
の
場
合
は

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡

先
、
コ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
４
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　

　
社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

82
︱
１
０
２
５

日
時　
３
月
６
日
㈮
、
10
日
㈫
、

13
日
㈮
、
17
日
㈫
【
全
４
回
】

　
19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　

小
豆
島
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
西
村
）

内
容　
初
心
者
向
け
の
卓
球
教
室

指
導
者　
小
豆
島
町
卓
球
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

準
備
物　
上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
５
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

第
12
回
小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
発
見
！
ウ
オ
ー
ク
開
催

～
日
本
遺
産
「
石
の
文
化
」
を
歩
こ
う
～

小
豆
島
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
公
開
講
座

「
初
心
者
卓
球
教
室
」
受
講
生
募
集

FAX

八人石丁場
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自
動
車
税
の
減
免
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

自
動
車
の
出
張
登
録
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
香
川
運
輸
支
局
で
は
、
小
豆

島
に
出
張
し
て
自
動
車
の
登
録

を
行
い
ま
す
。

　
実
施
で
き
る
業
務
の
内
容
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

運
輸
支
局
へ
確
認
の
上
、
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

実
施
す
る
業
務　

　
登
録
自
動
車
お
よ
び
小
型
二

輪
（
２
５
１
㏄
以
上
）
の
車
両

で
、
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

番
号
変
更
・
新
規
登
録
・
廃
車

等
の
業
務

実
施
場
所　

　
㈱
安
全
モ
ー
タ
ー
ス

　
（
土
庄
町
甲
５
８
７
８
︱
２
）

☎
62
︱
２
２
１
０

実
施
予
定
日　

４
月
22
日
㈬・
５
月
13
日
㈬

6
月
10
日
㈬・
7
月
8
日
㈬

8
月
19
日
㈬・
9
月
10
日
㈭

10
月
7
日
㈬・
11
月
11
日
㈬

12
月
9
日
㈬

令
和
3
年
1
月
13
日
㈬

2
月
10
日
㈬
・
3
月
10
日
㈬

申
請
書
受
付
時
間

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
13
時
～
13
時
20
分

自
動
車
税
等
の
申
告
納
付

　
出
張
登
録
の
申
請
時
に
自
動

車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
税
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

申
請
の
予
約　

　
出
張
登
録
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
実
施
日
の
2
営
業
日
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
前
の
午
前

中
ま
で
に
、
電
話
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。
予
約
の
際
に
は
以

下
の
①
～
④
に
つ
い
て
申
し
出

く
だ
さ
い
。

①
実
施
日　
②
取
り
扱
う
方
の

氏
名
お
よ
び
連
絡
先　
③
自
動

車
登
録
番
号　
④
申
請
の
内
容

（
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・
番

号
変
更
・
廃
車
・
新
規
等
）

　
ま
た
、
番
号
標
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
伴
う

申
請
（
転
入
・
番
号
変
更
・
新

規
等
）
に
つ
い
て
は
、
予
約
時

に
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
抹
消

登
録
証
明
書
の
写
し
の
提
出

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
送
付
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
運
輸
支
局
登
録
部
門

　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
予
約
）　

　

☎
０
５
０
︱
５
５
４
０
︱
２
０
７
５

　
　
０
８
７
︱
８
８
２
︱
４
０
４
１

◦
香
川
県
県
税
事
務
所

　
（
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
８
７
︱
８
８
１
︱
３
８
５
８

　
香
川
県
お
よ
び
小
豆
島
町
で

は
、
身
体
等
に
障
害
が
あ
る
た

め
歩
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
そ
の
利
用
す
る
自
動
車
の

自
動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

【
普
通
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　
令
和
2
年
度
自
動
車
税
の
減

免
申
請
は
、
4
月
1
日
㈬
か
ら

5
月
27
日
㈬
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
、
香
川
県
県
税

事
務
所
自
動
車
税
課(

高
松
市

松
島
町)

で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

小
豆
島
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
次
の
と
お
り
臨
時
に
出
張

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

◦
4
月
9
日
㈭

◦
4
月
16
日
㈭

◦
5
月
14
日
㈭　

　
各
日
と
も
9
時
～
16
時

場
所　

　
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　
（
土
庄
町
渕
崎
甲
２
０
７
９
︱
５
）

☎
62
︱
２
２
６
６

問
い
合
わ
せ
先　

　
香
川
県
県
税
事
務
所

　
自
動
車
税
課　

☎
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
３
１
４

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
利
用
前
に
必
ず
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
の
減
免
申
請
】

　
令
和
2
年
度
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
は
、
４
月
１
日
㈬
か

ら
5
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
車
両
は
、普
通
自
動
車
税(

県

税)

を
含
め
、1
人
1
台
で
す
。

前
年
に
減
免
を
受
け
た
方
へ

は
、
3
月
中
に
郵
送
に
て
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
く
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
た
方
で
減

免
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◦
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

て
い
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
ま

た
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

◦
申
請
者
の
認
印

◦
車
検
証
（
原
動
機
付
自
転
車

な
ど
、
車
検
が
な
い
車
両
は
、

標
識
交
付
証
明
証
）

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

香川運輸支局からのお願い
　年度末は窓口が混雑しますので、自動車の検査、
廃車、名義変更等につきましては、お早めに手続き
をお願いします。
　問い合わせ先
　　検査関係　☎087−882−1355
　　登録関係　☎050−5540−2075

FAX
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若
者
を
狙
う
も
う
け
話
に
ご
注
意
を
！

明
る
く
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

～
防
犯
灯
設
置
支
援
事
業
～

　
小
豆
島
町
で
は
、
子
育
て
中

の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
講
演
会
や
講
座
を

開
催
し
て
い
る
間
、
託
児
室
で

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
だ

さ
る
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
要
件

◦
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ

　
と
が
好
き
な
方

◦
子
育
ち
を
応
援
し
た
い
方

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

　
る
方

活
動
時
間　
約
２
時
間

※
事
業
の
終
了
時
間
に
合
わ
せ
て

延
長
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
学
生
を
狙
っ
た
投
資

詐
欺
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
に
は
民
法
改
正

に
よ
り
成
人
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
マ
ル
チ
商
法
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
ご
家
族
で
消
費
者
ト
ラ
ブ

　
町
内
の
夜
間
に
お
け
る
防
犯

対
策
や
事
故
防
止
の
た
め
、
国

道
、
県
道
、
町
道
な
ど
を
照
明

す
る
目
的
で
、
電
柱
や
自
宅
等

の
軒
先
に
設
置
す
る
電
灯
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
灯

◦
夜
間
常
時
点
灯
し
て
い
る
も

の
（
セ
ン
サ
ー
式
は
対
象

外
）

◦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
の
も
の

補
助
対
象
者

◦
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　
ま
た
は
事
業
者

（
自
治
会
は
対
象
外
）

◦
電
気
料
金
の
支
払
い
、
故
障

時
の
対
応
な
ど
設
置
後
の
維

持
管
理
が
で
き
る
方

補
助
金
額　

設
置
に
要
す
る
費
用
の
４
分

の
３
（
上
限
は
１
灯
あ
た
り

２
５
，０
０
０
円
で
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

必
要
書
類

　
補
助
金
交
付
申
請
書
、
付
近

の
見
取
図
、
設
置
位
置
詳
細

図
、
工
事
施
工
者
見
積
書
等

写
し
、
現
況
写
真
な
ど

※
設
置
工
事
は
で
き
る
だ
け
町
内

事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

託
児
の
対
象
者　

　
生
後
８
か
月
～
小
学
３
年
生

募
集
期
限　
３
月
27
日
㈮

※
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
人
権
対
策
課

　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
82
︱
７
０
１
１

ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
不
安
な
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

☎
62
︱
２
２
６
９

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

☎
82
︱
７
０
０
１

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
地
域
で
子
育
ち
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
～

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
令
和
元
年
度
小
豆
島
町
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限

は
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
品
券
を

購
入
さ
れ
た
方
は
そ
れ
ま
で
に

町
内
の
取
扱
店
で
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

☎
82
︱
７
０
０
１

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

新しい国民健康保険
被保険者証をお送りします

　令和２年４月１日から使用できる国民健康保険被保
険者証（１人に１枚）を、加入している世帯全員分ま
とめて、３月下旬頃に世帯主の方に特定記録郵便でお
送りしますのでご確認ください。
　また、４月 1 日以降に医療機関を受診する際は、今
回お送りする被保険者証を窓口で提示してください。
被保険者証について
　青色でカードサイズの大きさです。台紙からはがし
てお使いください。
被保険者証を受け取ったら
　被保険者証に記載されている内容に間違いがないか
確認し、間違いがある場合は、お手数ですが、健康づ
くり福祉課へご連絡ください。
有効期限の切れた被保険者証は
　健康づくり福祉課までお返しいただ
くか、ご自身で破棄をお願いします。
問い合わせ先　
　健康づくり福祉課　☎ 82 − 7038
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発
達
障
害
と
は
、
複
数
の
こ

と
に
注
意
が
払
え
な
か
っ
た

り
、
説
明
さ
れ
た
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
う
ま
く
つ
く
れ
な
い

な
ど
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ

特
性
で
あ
り
、
本
人
の
性
格
や

保
護
者
の
し
つ
け
が
原
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
に
は
い
く
つ
か
の

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
間
に

明
確
な
境
界
線
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
複
数
の
特
性
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
特
性
を
知
り
、
生

活
に
も
た
ら
す
影
響
と
必
要
な

対
応
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

で
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か

◦
ど
の
職
場
で
も
注
意
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
て
仕
事
が
続
か

な
い
。

◦
職
場
で
仕
事
の
話
は
で
き
る

が
日
常
会
話
が
苦
手
で
、
職

場
の
人
間
関
係
も
う
ま
く
い

か
な
い
。

◦
育
児
、
家
事
、
仕
事
を
要
領

よ
く
こ
な
す
こ
と
が
難
し

く
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う
。

◦
高
校
は
卒
業
し
た
が
、
就
職

が
決
ま
ら
ず
、
ず
っ
と
家
に

い
る
。

◦
大
学
に
な
じ
め
ず
欠
席
が
続

い
て
い
る
た
め
、
留
年
が
心

配
だ
。

◦
家
族
に
相
談
せ
ず
に
衝
動
買

い
を
し
て
し
ま
い
、
家
族
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。

お
と
な
の
発
達
障
害
相
談
会

　
香
川
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ア
ル
プ
ス
か
が
わ
」

に
よ
る
お
と
な
の
発
達
障
害
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
9
日
㈪

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館

対
象
者　
18
歳
以
上
の
当
事
者
、

　
家
族
、
関
係
者
な
ど

相
談
員　
ア
ル
プ
ス
か
が
わ
相

談
員
、
相
談
支
援
事
業
所
職

員
、
町
職
員

相
談
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

☎

共育課

「
お
と
な
の
発
達
障
害
」
っ
て
何
？
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健 康 教 室 の ご 案 内

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

お腹いっぱいで低カロリー
～満足度アップ野菜料理～

　K,s キッチンの「K」は「健康」・「体」・「きれい」
の意味があります。メタボなど生活習慣病が気に
なる方、ご家族の方、一緒に楽しみながら学びま
せんか。
日　時：3 月 17 日㈫　10 時～ 12 時 30 分
場　所：苗羽公民館
対象者：74 歳までの町内在住者
内　容：管理栄養士による講話、調理
準備物：エプロン、三角巾、手拭きタオル、
　　　　筆記用具
参加費：300 円
定　員：20 人 
申込期限：3 月 10 日㈫
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

356Kcal
　12.5ｇ
　6.6ｇ

54mg
1.2ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（2人分）

❖作り方

ごはん　　　 300g
鮭フレーク　　30g
卵　　　　　　2 個

レタス　　　　　30g
かいわれ大根　　20g
塩・こしょう　　少々

かいわれ大根は3等分に切り、レタスは一口大に切る。
耐熱ボウルにご飯と卵、塩・こしょうを入れ、よく混ぜ合
わせレンジで3分加熱する。
パラパラになった②にレタスと鮭フレークを混ぜ合わせ
る。
皿に盛ってかいわれ大根を散らす。

①
②

③

④

パラパラ鮭炒飯

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区

　３月５日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　３月12日 神浦・蒲野 ･ 吉野・二面・室生
　３月19日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・

馬木・安田・草壁・西村
※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りのバスは15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

咳
を
し
て
い
る
　
呼
吸
状
態
は
大
丈
夫
？ 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

き
て
い
る
か
、
日
常
生
活
に
影

響
が
な
い
か
で
す
。

　
普
段
、
安
静
に
し
て
い
る
と

き
は
、
横
隔
膜
と
肋
骨
の
間
の

筋
肉
が
横
隔
膜
を
押
し
下
げ
、

肋
骨
を
広
げ
る
こ
と
で
肺
の
入

れ
も
の
で
あ
る
胸
郭
を
広
げ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
肺
が
広
が
り
、

呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。
外
か
ら

　
子
ど
も
は
よ
く
風
邪
を
ひ
い

て
は
咳
を
し
ま
す
。
診
察
の
と

き
に
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
の
一

つ
で
す
。

　
で
は
、
そ
れ
は
大
丈
夫
な
咳

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
小
児
科

医
が
診
療
す
る
際
に
気
を
付
け

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
咳
の
原

因
と
と
も
に
、
呼
吸
が
楽
に
で

み
る
と
お
腹
や
胸
、
う
つ
伏
せ

な
ら
背
中
が
上
下
す
る
こ
と
で

呼
吸
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
分

か
り
ま
す
。

　
呼
吸
が
つ
ら
く
な
る
と
、
呼

吸
補
助
筋
と
呼
ば
れ
る
筋
肉
を

使
っ
て
、
さ
ら
に
胸
郭
を
広
げ

よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に

外
か
ら
み
て
い
る
と
、
息
を
吸

う
と
き
に
鎖
骨
の
間
が
へ
こ
む
、

肋
骨
の
間
が
へ
こ
む
、
小
鼻
が

ふ
く
ら
む
、
と
い
っ
た
様
子
が

み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
息
を

吸
う
と
き
や
吐
く
と
き
に
、
普

段
の
呼
吸
で
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
音
（
吸
う
と
き
に

ゴ
ー
ゴ
ー
、吐
く
と
き
に
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
）
が
聞
こ
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
呼
吸
が
つ

ら
く
て
横
に
な
っ
て
い
ら
れ
な

い
、
抱
っ
こ
や
座
っ
て
い
な
い

と
寝
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

か
な
り
呼
吸
が
つ
ら
い
状
態
で

す
の
で
、
夜
間
で
も
病
院
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
咳
が
ひ
ど
く
て
寝
ら
れ
な
い

と
い
う
場
合
に
は
、
ク
ル
ー
プ

症
候
群
や
百
日
咳
な
ど
の
よ
う

に
、
咳
の
様
子
だ
け
で
診
断
が

つ
く
病
気
も
あ
り
ま
す
。
録
音

し
た
り
動
画
を
撮
っ
た
り
し
て
、

診
察
時
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

る
と
役
に
立
ち
ま
す
。

　
咳
は
、
気
道
内
の
異
物
を
外

に
出
そ
う
と
す
る
体
を
守
る
反

応
な
の
で
、
そ
れ
自
体
は
悪
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
呼

吸
が
つ
ら
い
と
き
は
別
で
す
。

咳
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、

呼
吸
は
楽
に
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
、気
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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　『 

石
節
踊
り 

』

小
豆
島
石
節
同
好
会

渋
　
谷
　
真
　
弓

　
小
豆
島
石
節
同
好
会
の
発
足

は
２
０
０
１
年
11
月
11
日
に
小

豆
島
青
年
会
議
所
に
よ
る
「
小

豆
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参

加
し
、
大
阪
城
天
守
閣
前
の
広

場
で
「
石
節
踊
り
」
を
披
露
し

た
時
で
す
。

　
昨
年
、
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島

の
石
の
文
化
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
「
石
節
踊
り
」
も
脚

光
を
あ
び
て
き
て
お
り
、
他
の

郷
土
芸
能
と
と
も
に
、
後
世
に

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
阿
豆
枳
島
神
社
例
大
祭
に

「
石
節
踊
り
」
を
奉
納
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
今
の
私
た
ち
の
活
動
は
、
文

化
協
会
の
芸
能
大
会
に
参
加
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各

地
区
の
敬
老
会
や
施
設
慰
問
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
施
設
慰

問
は
、
石
節
踊
り
の
他
に
、
民

謡
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
、

太
鼓
、
軽
い
体
操
等
を
組
み
合

わ
せ
、
1
時
間
の
予
定
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
帰
り
の
際
、
入

所
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
「
楽

し
か
っ
た
よ
。
ま
た
来
て
ね
！
」

の
言
葉
は
間
違
い
な
く
私
た
ち

の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ

る
大
森
一
子
先
生
と
一
緒
に
石

節
踊
り
と
民
謡
踊
り
を
中
心
に

活
動
し
、
今
年
も
施
設
慰
問
を

し
て
元
気
を
も
ら
い
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

活
動
日
時

　
毎
週
火
・
金
曜
日

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
安
田
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
石
節
同
好
会

☎
82
︱
２
４
３
１

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

文化協会
だより

Vol.2

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

◆
中
学
・
高
校
の
部

　
長は

せ

が

わ

谷
川
絢あ

や
み巳

（
小
豆
島
中
2
年
） 

 

「
明
日
の
子
供
た
ち
」
を
読
ん
で

選
評
に
か
え
て

　
第
41
回
を
迎
え
た
小
豆
島
町

立
図
書
館
主
催
の
読
書
感
想
文

募
集
に
町
内
の
小
・
中
・
高
校

お
よ
び
一
般
の
方
か
ら
32
編
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作

品
も
、
本
の
あ
ら
す
じ
を
追
う

だ
け
で
な
く
、
「
今
の
自
分
な

ら
こ
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と

か
「
こ
れ
か
ら
は
主
人
公
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
な
ど
想
像
力
や
思

考
力
を
働
か
せ
な
が
ら
本
を
読

ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
主
人
公
の
気
持
ち
や
行
動

を
も
と
に
自
分
の
生
活
や
考
え

方
を
振
り
返
り
、
よ
り
高
め
て

い
こ
う
と
す
る
姿
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
読
書
は
本
を

読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も

に
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め

直
す
道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

が
本
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

　
坂さ

か
ぐ
ち口　
裕ゆ

う
や哉

（
安
田
小
２
年
）

　
ぼ
く
は
火
星
人
に
は
な
ら
な
い

　
関せ

き　
　
心こ

こ
な愛

（
苗
羽
小
２
年
）

　
「
え
え
と
こ
ろ
」
見
つ
け
た

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

　
石い

し
だ田　
恵け

い
と与

（
安
田
小
３
年
）

　
「
ハ
チ
ご
は
ん
」
を
読
ん
で

　
岡お

か
べ部　
花か

の
ん音

（
苗
羽
小
４
年
）

　
め
ざ
せ
！
思
い
や
り
い
っ
ぱ

　
い
の
花
屋
さ
ん

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

　
髙た

か
は
し橋　
佑ゆ

な奈
（
安
田
小
６
年
）

　
14
匹
の
希
望
の
命

　
多た

だ田　
宗そ

う
す
け輔

（
苗
羽
小
５
年
）

　
本
当
の
も
の
を
見
る
勇
気

小
こ ば や し

林　尚
ひ さ き

貴
（星城小５年）

ぼくたちとニケ

曽
そ ね

根　晴
は る か

香
（星城小３年）

かみさまのおかげ

松
ま つ し た

下　侑
ゆ あ

愛
（星城小２年）

友だちの心の場しょ

川
か わ ぐ ち

口　靖
や す は

葉
（小豆島中央高２年）
私は私のままで

生きることにした

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

◆
中
学
・
高
校
の
部

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

第
41
回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
決
定

　
町
立
図
書
館
主
催
の
第
41
回
読
書
感
想
文
募
集
に
、
町
内
の
小
・

中
・
高
校
生
お
よ
び
一
般
の
方
か
ら
32
編
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
の
結

果
、
次
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

大森先生と石節同好会の皆さん
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日
時　
３
月
７
日
㈯　
13
時
～

場
所　
働
く
婦
人
の
家

内
容　
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
に
約

２
５
０
個
の
バ
ラ
の
ア
ー

テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

を
順
番
に
つ
け
て
、
か
わ
い

い
お
花
の
く
ま
さ
ん
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。

定
員　
16
人

参
加
費　
２
，０
０
０
円

　
　
　
（
材
料
費
込
み
）

申
込
先

　
働
く
婦
人
の
家☎82

︱
０
４
１
０

小豆島馬
あ し び

醉木会

卒
業
・
入
学
祝
い
に
「
お
花
の

く
ま
さ
ん
」
を
作
り
ま
せ
ん
か

寅
さ
ん
に
逢
ふ
べ
く
這
入
る
映
画
館
観
客
九
人
わ
た
し
も
入
れ
て　
　
　
　
　
大
倉
真
智
子

霜
月
の
大
師
市
に
て
シ
ク
ラ
メ
ン
今
年
も
求
め
窓
辺
賑
は
し　
　
　
　
　
　
　
丹
生　
裕
子

風
邪
薬
な
ん
で
こ
ん
な
名
付
け
た
の
か
訳
が
知
り
た
い
タ
ケ
ダ
の
ベ
ン
ザ　
　
藤
井　
哲
夫

三
宝
に
熨
斗
餅
供
ふ
古
民
家
の
食
事
処
に
吾
子
と
訪
ひ
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
柴
田　
令
子

新
築
の
住
ま
い
馴
染
め
ず
う
ろ
う
ろ
と
過
ご
せ
し
日
々
も
心
地
よ
く
な
る　
　
三
好　
昭
子　

と・

ん・

ど・

に
て
焼
き
た
る
餅
は
歯
に
硬
し
小
さ
く
千
切
り
塩
茶
に
漬
け
る　
　
　
山
下
美
千
代

大
正
に
生
ま
れ
昭
和
に
兵
と
な
り
平
成
不
戦
隠
居
の
令
和　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぎ
あ
き
ら

一
合
の
ひ
と
り
に
余
る
花
菜
ず
し　
　
　
壺
井　
久
子

芽
ぶ
く
鉢
花
色
見
ず
に
卒
園
す　
　
　
　
中
村　
佳
子

亡
き
夫
と
旅
に
も
と
め
し
雛
小
ぶ
り　
　
岡
本　
静
子

塾じ
ゅ
くを
へ
し
子
に
追
ひ
こ
さ
れ
春
の
月　
　
岡
本
八
重
子

早
春
の
島
を
重
ね
て
瀬
戸
凪
げ
り　
　
　
木
下　
由
美

道
ほ
と
り
歩
き
遍
路
の
地
図
な
ぞ
り　
　
安
藤
マ
チ
子

不
揃
ひ
も
味
は
自
慢
の
草
の
餅　
　
　
　
森
岡
の
ぼ
る

三
月
や
新
し
き
服
選
び
け
る　
　
　
　
　
浜
本　
晶
子

　151日㈰　
7日㈯　
8日㈰　

14日㈯　
15日㈰　
21日㈯　

にこにこおはなし会
孟子を読む会
おはなしひとみ会
古文書を読む会
読書会（内容：「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー」 ブレイディみかこ 著）
源氏物語を読む会

幼・児　童
一　　　般
幼・児　童
一　　　般
一　　　般
一　　　般

14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 16：00
10：00 ～ 12：00

大人向け「春の睡眠の日」図書展・「女性の健康週間」特集展　　３月29日㈰まで
子供向け「もうすぐ春」図書展　　　　　　　　　　　　　　　 ３月29日㈰まで

３月29日㈰　14時から（子供向け）　「メアリと魔女の花」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
短歌　現人
一月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

インタビューズ
騒がしい楽園
紙鑑定士の事件ファイル
母さんは料理がへたすぎる
初午祝言 新・居眠り磐音
山岳捜査
国道食堂
今日もお疲れさま
てしごと
さいはての家
イマジン？
御社のチャラ男
雲を紡ぐ
平蔵の母
占
清明
正体
背高泡立草
熱源
太平洋食堂
あやかし蔵の管理人　３
致命傷 栄次郎江戸暦　23
脱・呪縛
間違いだらけのクルマ選び　2020年版
手作りの通園＆通学グッズ
一生に一度は見たい日本の国宝100選
るるぶ京都　,21
るるぶ大阪ベスト　,21

堂 場 瞬 一
中 山 七 里
歌 田 　 年
白 石 睦 月
佐 伯 泰 英
笹 本 稜 平
小 路 幸 也
群　　　ようこ
あさの　あつこ
彩 瀬 ま る
有 川 ひ ろ
絲 山 秋 子
伊 吹 有 喜
逢 坂 　 剛
木 内 　 昇
今 野 　 敏
染 井 為 人
古 川 真 人
川 越 宗 一
柳 　 広 司
朝比奈　　　和
小 杉 健 治
鎌 田 　 實
島 下 泰 久
ブ テ ィ ッ ク 社
宝 島 社

（幼児向き）
ぜったいにおしちゃダメ？
ごはん山
ちらしずし
えんまだいおうごいっこう
きょうからほいくえん
ねむねむごろん
（児童向き）
動物探偵ミア ９
古代遺跡のサバイバル ２
グレタのねがい
まえむきダブルス！
ことわざヒーロー★だるマン
じゅぎょうにしゅうちゅうしたいのに…
（ティーンズ向き）
「空気」を読んでも従わない
本当の「頭のよさ」ってなんだろう？

今月のロビー展

映画会のお知らせ

３月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。
展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

3月8日㈰～22日㈰　9時～17時 フォト集団オリーブ「小豆島の四季」写真展

オリーブギャラリー３月の展示（オリーブナビ小豆島 2階）

※高さは約20㎝で、作成
　するのは一体です。
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幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学

生
は
、
住
所
に
よ
り
通
園
・
通

学
す
る
学
校
等
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
下
校
後
の

保
護
に
欠
け
る
状
態
に
あ
る
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
は
、

希
望
す
る
学
校
等
へ
通
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
通
園
・
通
学
す
る
学
校
等
の

変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
学
校

教
育
課
ま
た
は
子
育
ち
共
育
課

へ
変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
変
更
許
可
申
請
書
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
開
催
時
に
審
議
、
決

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

◦
学
校
教
育
課
（
小
・
中
学
校
）

☎
82
︱
７
０
１
４

◦
子
育
ち
共
育
課
（
幼
稚
園
）

☎
82
︱
７
０
１
０

通
園
・
通
学
す
る

学
校
等
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

奨学資金貸付制度

修学の機会を確保するとともに、
本町の振興と発展に必要な人材の
育成を図ります。
・高等学校、大学などに在学中で、
　修学の意欲があり、経済的理由
　により修学が困難と認められる
　方

・高等学校等：月額10,000円
・大学、短大、専修学校等：月額
　50,000円

・町内に居住する方または、中学
　校か高等学校卒業時まで町内に
　居住していた方

対象職種はありません

大学等を卒業後、町内に住所を有
し、郡内の事業所に就業するとき
は返還の猶予ができます。
返還猶予期間が５年間を経過すれば、返還が免除されます。
※ただし、奨学資金の平成２８年度の貸付者は６年間、平成２７年度の貸付者は７年間になります。
４月１日㈬から３０日㈭まで
※特別な事情があるときは、申請期間以降に申請できる場合がありますので、お問い合わせください。

学校教育課、健康づくり福祉課、池田窓口センター、各地区公民館

学校教育課　☎８２－７０１４

保健医療福祉関係職修学資金貸付制度

町立施設およびその他町が認めた施設等における保健医療福祉関係
職員の確保を図ります。

保健医療福祉関係職を目指す養
成所等に在学中で、卒業後、町
内施設およびその他町が認めた
施設等でその業務に従事しよう
とする方

左記に記載する方のうち、成績
優秀かつ向学心旺盛であり、家
庭の経済的理由により修学が困
難と認められる方

医師、助産師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、
臨床工学技士、視能訓練士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚
士、管理栄養士、保健師、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福
祉士、保育士、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士　

月額50，000円

養成所等を卒業後、対象職種に必要となる資格を取得し、町立施設
およびその他町が認めた施設等に就業するときは返還の猶予ができ
ます。

修学資金 特別修学資金（加算部分）

所得制限があります
【計算式】
合計所得額－（扶養親族数×38
万円）が、622万円未満

所得制限があります
【計算式】
合計所得額－（扶養親族数×38万
円）が、192万円未満

所得制限はありません

月額30，000円
特別修学資金の貸付を希望される方は、修学資金と合わせて申請し
てください。

貸付開始月から在学する学校の正規の修業期間まで

貸付終了の翌月から据置期間(１年間)を経過した後、貸付を受けた
期間の２倍に相当する期間内

修学資金の返還期間を経過した後、
特別修学資金の貸付を受けた期間と
同等の期間内

目　　　 的

貸付対象者

対 象 職 種

貸 付 金 額

返 還 猶 予

返 還 免 除

申 請 期 間

申込用紙の
設 置 場 所
申し込み・
問い合わせ先

所 得 制 限

貸 付 期 間

返 還 期 間

　小豆島町では、奨学資金と保健医療福祉関係職修学資金の２つの貸付制度があり、無利子で貸し付けを行っ
ています。
　平成 29年４月から、奨学資金貸付制度では、返還猶予の免除期間を５年間に改正し、保健医療福祉関係職修
学資金貸付制度では、対象職種に歯科医師等の３職種を追加し、特別修学資金（加算部分）を新設しています。
　なお、２つの資金から同時に貸し付けを受けることはできません。
　詳しくは、学校教育課にお問い合わせください。

令和2年度　奨学生（小豆島町奨学資金）・
　　　　　　　修学生（保健医療福祉関係職修学資金）募集
令和2年度　奨学生（小豆島町奨学資金）・
　　　　　　　修学生（保健医療福祉関係職修学資金）募集
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「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！

で
確
認　
火
の
用
心
」
の
統
一

標
語
の
も
と
、
本
年
も
恒
例
の

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
３
月

１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
昨
年
、
小
豆
郡
内
で
は
11
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
た

ば
こ
の
不
始
末
や
調
理
器
具
、

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
な
ど
、

家
庭
内
で
の
不
注
意
が
原
因
の

も
の
や
老
朽
化
し
た
電
気
器
具

か
ら
の
出
火
も
増
え
て
い
ま
す
。

家
庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

●
た
ば
こ
に
よ
る火災

を
防
ぐ
た
め

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

る
②
吸
殻
は
火
が
確
実
に
消
え
た

こ
と
を
確
認
し
、
専
用
の
吸

い
殻
入
れ
に
捨
て
る

③
灰
皿
に
水
を
入
れ
る

●
調
理
器
具
・
暖
房
器
具
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

①
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す

②
衣
服
へ
の
着
火
に
注
意
す
る

③
整
理
整
頓
を
心
が
け
、
コ
ン

ロ
や
レ
ン
ジ
の
ま
わ
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

④
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
洗
濯

物
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い

※
最
近
、
ス
ト
ー
ブ
を
原
因
と

す
る
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
電
気
器
具
、
配
線
器
具
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

①
た
こ
足
配
線
や
配
線
を
束
ね

た
ま
ま
使
用
し
な
い

②
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
、

ほ
こ
り
な
ど
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
定
期
的
に
清
掃
す
る

③
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
④
異
常
が
あ
る
場
合
は
使
用
し

な
い

⑤
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
使
用
す

る
場
合
は
、
電
気
容
量
（
許

容
電
流
）
を
守
る

　
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
は

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ
ら

の
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　先月号に引き続き、「さらなるグ
ローバル化へのステップ」につい
ての考えを書かせていただきます。
　私はアメリカやニュージーラン
ドで 22 年間、海外での生活を経験

しました。いずれの国も移民を積極的に受け入
れ、国の成長や発展にむけて、移民と力を合わ
せながら成功を遂げてきた社会です。その国々
で私は当たり前に生活を営み、学業やキャリア
を積んできました。それは今思うと「当たり前」
のようでありながら「国が人権を尊重する」と
いう素晴らしい仕組みが社会に存在したからこ
そ体験できたのです。これからの日本では、海
外の方を私たちの生活の身近に感じる機会が増
えるでしょう。それは観光客という一時的な訪
問者だけでなく、共にコミュニティをつくり、
協働していく人材として、海外の方が私たちの
生活のそばにいる社会も含みます。その時に、
私たちが海外の方の人権を尊重できる社会にな
ることが「真のグローバル社会」だと私は考え
ています。
　私たちが国の成長とグローバル化を同時に図
る時に、何をしたらいいのか迷うこともあるで
しょう。その時に私が指針として活用している
のが、「持続可能な開発目標（SDGs）」です。
　SDGs とは、2030 年までに持続可能でより
よい世界を実現するための 17 の目標と、それ

らをより具体的にした 169 のターゲットから構
成されるもので、2015 年 9 月の国連サミット
で採択されました。
　この SDGs を私たちになじみ深い言葉で言う
ならば「三方よし（売り手と買い手が共に満足
して、さらに社会貢献もできることが、よい商
売のありかたである）」に近く、これを具現化し
たものと言えると思います。
　私の幸せが他人の幸せにつながり、さらには
世界全体の幸せにつながる「三方よし」のグロー
バル社会が小豆島町から広がることを願ってい
ます。

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

持続可能でよりよい世界を実現するための17の目標

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの
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　海洋センターの活動や取り組みを評価する海洋センター評
価において、内海 B&G 海洋センターが10年連続「特 A」を
獲得し、１月２１日に東京で開催された第12回 B&G 全国サ
ミットにおいて表彰式が行われました。
　内海 B&G 海洋センターでは、カヌー体験や親子ふれあい
海洋教室、小学生や成人女性を対象とした水泳教室、家でも
気軽に続けられるトレーニングを行う貯筋運動教室などのさ
まざまな事業を行っており、これらの取り組みが評価され、
受賞に至りました。
　今後も新たな取り組みを展開してまいりますので、心身の健康増進にぜひご利用ください。

　2月2日、サン・オリーブにおいて、壺井栄の生誕120年を
記念したイベント「壺井栄の世界～朗読と音楽の調べ～」が開
催されました。
　俳優の佐藤 B 作さんと女優のあめくみちこさん夫妻により
二十四の瞳岬文壇エッセーで最優秀を受賞した4作品と壺井栄
の名作「二十四の瞳」が朗読されました。朗読にのせ、小豆島
出身で中学1年生の藤本真己さんによるヴァイオリンと観音寺
市出身の加島華奈子さんによるピアノ演奏が披露され、来場者
は臨場感ある朗読と音楽の調和に耳を傾けていました。

　笠岡市、丸亀市、土庄町と小豆島町で構成された「せと
うち備讃諸島日本遺産推進協議会」による石切り技術など
を紹介するワークショップが2月1日、2日に福田地区で開
催されました。
　全国各地から集まった石工や研究者などが天狗岩丁場と
八人石丁場を視察後、ノミなどの石工道具作りや2市2町

から持ち寄った石を実際に割る石切り技術に挑戦しました。公開討論会では、なぜ今手仕事による石
切りが必要なのか、などについて活発な意見交換が行われました。

　2月4日、小豆島町役場議場において、町内4小学校の6
年生による、小学生議会が開催されました。
　小学生議員は、外国人観光客が気軽で快適に観光ができ
るための大型荷物の対策や役場跡地の活用など、さまざま
な質問を行いました。また、町長や担当職員の答弁に対し
て、再質問が行われるなど、活発な議論が展開されました。
　同時に行われた庁舎見学では、各課の業務内容の説明を
受け、町政についての理解を深めた１日となりました。

海 B&G海洋センターが 10年連続「特A」評価
第１２回B&G全国サミット

内

読と音楽の世界に耳を傾けて
壺井栄生誕120年記念「壺井栄の世界～朗読と音楽の調べ～」

朗

国の石工が小豆島で学ぶ
石切り技術のワークショップ

全

豆島をよりよくするための活発な議論
小学生議会開催

小

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000
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く
ら
し
の
情
報

3月
March

応
募
資
格

◦
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支

援
専
門
員
、
介
護
福
祉
士

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方
も
し
く
は
、

介
護
認
定
調
査
業
務
の
経

験
が
あ
る
方

◦
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

◦
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
こ
と

申
込
書
類　
申
込
書
・
履
歴
書

（
指
定
の
も
の
）、
自
動
車

運
転
免
許
証
の
写
し
、
資

格
証
の
写
し

採
用
予
定
年
月
日　

　
令
和
2
年
4
月
1
日

試
験
日
時
・
場
所　

　
３
月
下
旬
頃
に
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　
3
月
5
日
㈭

申
込
期
間　

　
３
月
５
日
㈭
～
19
日
㈭　
　

　
（
9
時
～
17
時
ま
で
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組　

　
合
事
務
局

☎
62
︱
６
５
６
５

内
容　
防
災
や
交
通
安
全
な
ど

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

年
7
回
程
度
ご
回
答
い
た

だ
き
、
任
期
終
了
後
、
回
答

状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
し
ま
す
。

任
期　
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

応
募
資
格　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
回
答

が
可
能
な
県
内
に
居
住
し

て
い
る
15
歳
以
上
で
、
次

の
方
は
除
き
ま
す
。

◦
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員

◦
常
勤
の
国
家
公
務
員
や
地
方

公
務
員

◦
令
和
元
年
度
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
方

応
募
方
法　

◦
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　
3
月
5
日
㈭

応
募
先　

　
〒
７
６
０
︱
８
５
７
０

　
（
住
所
不
要
）

　
香
川
県
広
聴
広
報
課
「
県
政　
　

　
モ
ニ
タ
ー
」
係

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
０
２
１

　
０
８
７
︱
８
６
２
︱
３
０
０
０

　
２
０
２
０
年
度
第
1
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
限　
3
月
17
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
７
︱
８
３
７
︱
９
８
７
７

　

毎
年
、
氏
政
の
命
日
に
近
い

3
月
初
旬
、「
平
井
兵
左
衛
門

氏
政
終
焉
の
地
」（
町
指
定
史

跡
）
に
お
い
て
、
追
善
供
養
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、「
池

田
の
桟
敷
」（
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
）
に
お
い
て
、
氏
政
の

遺
徳
を
偲
ん
で
作
ら
れ
た
「
平

井
兵
左
衛
門
太
鼓
」
を
奉
納
し

ま
す
。

日
時　
3
月
1
日
㈰

◦
追
善
供
養

　
9
時
30
分
～

◦
平
称
霊
神
祭・兵
左
衛
門
太
鼓

　
10
時
～

募
集
団
地
（
1
戸
）

　
苗
羽
団
地
3
︱
1
号
室

募
集
期
間

　
3
月
2
日
㈪
～
13
日
㈮

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
・
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
【
手
帳
１

～
４
級
】
な
ど
は
、
１
人

で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

　
る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

入
居
者
の
決
定　
町
営
住
宅
条

例
お
よ
び
規
則
に
基
づ
き
、

老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど

特
に
住
居
の
安
定
を
図
る

必
要
が
あ
る
方
を
優
先
し
、

住
宅
困
窮
度
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。
優
先
順
位
を

定
め
が
た
い
場
合
は
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
☎
82
︱
７
０
０
９

募
集
区
分
・
人
員

介
護
認
定
事
務
職
員
（
会

計
年
度
任
用
職
員
）    

1
人

募
集

R
ecru

itm
en
t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

あ
な
た
の
声
を
県
政
へ

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

放
送
大
学
4
月
生
募
集

平
井
兵
左
衛
門
氏
政
追
善
供
養

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

FAX

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集
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日
時　
3
月
15
日
㈰

　
　
　
9
時
～
14
時

場
所　
フ
レ
ト
ピ
ア
広
場

　
　
　
オ
リ
ー
ブ
タ
ウ
ン
前

内
容　
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
乗

車
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽

し
さ
満
載
で
す
。

※
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
土
庄
町
商
工
会
事
務
局

☎
62
︱
０
４
２
７

日
時　
3
月
15
日
㈰　
14
時
～

場
所　
土
庄
町
立
中
央
公
民
館

※
駐
車
場
は
公
民
館
裏
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
演　
ど
れ
み
会
「
う
た
う
た

う
ん
♪
」、
コ
ー
ロ・オ
リ
ー

ブ
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
小
豆
島

な
ど
島
内
合
唱
団

入
場
料　
無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
ラ
ラ
ラ
合
唱
祭　
　

　
２
０
２
０
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
︱
３
１
８
５
︱
５
７
４
６

「
運
動
を
継
続
す
る
コ
ツ
」

日
時　
3
月
18
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　
小
豆
島
中
央
病
院
1
階

　
　
　
ふ
れ
あ
い
広
場

講
師　
田
村
理
学
療
法
士

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
中
央
病
院　
内
科

☎
75
︱
１
１
２
１

　

今
回
は
、
小
豆
島
出
身
で
、

現
在
は
企
業
の
Ｐ
Ｒ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や
講
師
等
を
務
め

ら
れ
て
い
る
今
上
貴
子
さ
ん
に

ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
3
月
19
日
㈭　
14
時
～

場
所　
道
の
駅
小
豆
島
オ
リ
ー

　
ブ
公
園　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
ホ
ー
ル

講
師　
今
上　
貴
子
氏

　
（
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

テ
ー
マ　
予
算
を
か
け
ず
お
客

　
様
を
増
や
す
広
報
Ｐ
Ｒ
の
は

　
じ
め
方

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
方
法　
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

日
時　
3
月
22
日
㈰　
8
時
～

場
所　
小
豆
島
シ
ー
サ
イ
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

定
員　
２
０
０
人

参
加
費　
１
，０
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
町
商
工
会

☎
82
︱
１
０
１
１

日
時　
3
月
3
日
㈫

　
　
　
10
時
～
13
時

面
接
相
談

場
所　
香
川
県
弁
護
士
会
館

　
（
高
松
市
丸
の
内
２
︱
22
）

相
談
料　
無
料

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。電話

相
談　

☎
０
８
７
︱
８
０
２
︱
５
２
２
８

（
相
談
日
の
み
開
設
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

日
時　
3
月
7
日
㈯　

　
　
　
9
時
～
12
時

場
所　
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
土
庄
簡
易
裁
判
所
民

事
調
停
委
員
、
高
松
家
庭

裁
判
所
土
庄
出
張
所
家
事

調
停
委
員

内
容　
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
境
界
、
夫

婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど

の
も
め
ご
と
一
切

相
談
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
土
庄
調
停
協
会

☎
62
︱
２
０
５
５

日
時
・
場
所

◦
3
月
13
日
㈮　
（
要
予
約
）

　
3
月
27
日
㈮

　
10
時
～
15
時

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

会
議
室
5　

◦
3
月
18
日
㈬　
10
時
～
15
時

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

保
健
指
導
室

※
３
月
13
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
日
本
年
金
機
構
・
高
松

東
年
金
事
務
所
ま
で
電
話
で
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　
３
月
17
日
㈫　
　

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所　
小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　
１
階　
打
合
室
１

相
談
内
容　

　
経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

相
談

A
d
v
ice

年

金

相

談

小
豆
島
ラ
ラ
ラ
合
唱
祭
２
０
２
０

糖
尿
病
教
室

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

第
32
回　
し
ょ
う
ど
し
ま

フ
レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア

第
61
回「
ま
る
ご
と
小
豆
島
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
9
回
小
豆
島
町
商
工
会
杯

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
お
け
る

全
国
一
斉
「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」

夜間の急病やけがで困った時は、
まず救急電話相談をご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
　　　　（☎087-812-1055）
受　　付：毎日19時～翌朝8時

調
停
相
談
会
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３月　くらしのカレンダー
　

５日 木 １歳６か月児健診　13：15～14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成30年6月13日～8月31日生まれ）　

10日 火
健康相談　　　　10：00～11：00　小豆島町役場西館１階保健センター
心配ごと相談所　13：30～15：30　小豆島町役場西館１階相談室３行政相談　　　　13：30～16：00

13日 金
健康相談　　　　 9：30～10：30　草壁会館
年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館２階会議室５
健康相談　　　　13：30～14：30　城山会館

17日 火

食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00～12：30　苗羽公民館
よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00～15：30　小豆島町役場本館１階打合室２
思春期相談（要予約）14：30～16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

18日 水

４か月児健診　　　 9：00～9：30受付　
小豆島町役場西館１階保健センター（対象児：令和元年10月30日～12月18日生まれ）

10か月児健診　　 10：00～10：30受付
（対象児：平成31年4月30日～令和元年6月18日生まれ）
年金相談　　　　10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室

23日 月
健康相談　　　　10：00～11：00　吉田地区浜集会
行政相談　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階保健指導室

24日 火
健康相談　　　　10：00～11：00　当浜第二集会所
心配ごと相談所　13：30～15：30　池田保健センター1階保健指導室

27日 金
すくすくルーム　10：00～12：00　イマージュセンター
（対象児：令和2年1月生まれ）
年金相談　　　　　 10：00～15：00　小豆島町役場西館２階会議室５

町内の
【１月】 発生状況

事故・火災・救急
1 月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 4 1
負 傷 者 3 3 1
死 亡 者 1 1 0
火　　災 0 0 0
救　　急 52 52 65

【譲ります】

【求めます】

ピアノ（茶色）1.5ｍ×1.3ｍ
一口ガスコンロ　ホース付き
ひな人形　３段飾り

ベビーカー
チャイルドシート
小豆島中学校制服・体操服
　男子　150～170センチ
小豆島中央高校制服一式
　女子　Ｌサイズ
小豆島中央高校制服一式
　男子　ＬLもしくは3Lサイズ
ジュニアシート　３～７才用

無償
無償
無償

無償
無償
無償

無償

無償

無償

役場では品物をお預りしていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
座布団 10 枚（新品）、２段ベットはリサ
イクルできました。ご協力ありがとうご
ざいました。

寄　付みなさんからの

星城小学校へ
　▷昭和47年度星城小学校卒業生一同
　▷平成3年度星城小学校卒業生一同
安田小学校へ
　▷昭和47年度安田小学校卒業生一同
苗羽小学校へ
　▷昭和47年度苗羽小学校・坂手
　　小学校卒業生一同

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（11～２月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々
の魅力をお伝えしています。
　3月は、「桜情報」、「オリーブの日」、「昼休みのランチ」、「道の駅 小豆島
オリーブ公園30周年」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

（敬称略）

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています
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▽
香
川
県
が
主
催
す
る
令

和
元
年
度
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
の
広
報
紙
町
部
門

に
お
い
て
、
広
報
７
月
号

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あとがき
　　　　（編集を終えて）

３月中旬に小豆島町ホームページをリニューアルします。詳細は次号でお伝えします。

　『 

こ
の
島
で
父
に
な
る 

』

現
住
所
　
西
村

舟ふ
な
き木

　
翔し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
さ
ん

　
「
将
来
子
ど
も
が
出
来
た

ら
、
美
し
い
自
然
と
た
く
さ
ん

の
人
の
愛
に
触
れ
な
が
ら
育
っ

て
ほ
し
い
。
」

　
3
年
前
に
結
婚
し
、
自
分
と

家
族
の
将
来
に
つ
い
て
考
え

た
と
き
に
そ
う
い
っ
た
思
い
が

自
然
と
出
て
き
ま
し
た
。
島
根

県
で
育
っ
た
私
の
幼
少
期
は
野

山
を
駆
け
回
り
、
海
へ
潜
り
、

さ
ら
に
は
田
ん
ぼ
で
泳
ぐ
な
ど

自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
地
域
の
方
と
す
れ

違
う
と
あ
い
さ
つ
や
お
帰
り
と

い
っ
た
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
と
温

か
い
環
境
で
過
ご
し
た
幼
少
期

が
今
の
自
分
の
根
幹
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
結
婚
し
て
か
ら
帰

省
す
る
と
き
に
は
「
実
家
に
帰

る
」
で
は
な
く
「
島
に
帰
る
」

と
い
う
ほ
ど
小
豆
島
愛
に
溢
れ

て
い
る
妻
に
連
れ
ら
れ
、
毎
月

の
よ
う
に
小
豆
島
に
遊
び
に
来

て
い
ま
し
た
。

　
自
然
豊
か
で
の
ん
び
り
と
し

た
雰
囲
気
は
ど
こ
か
懐
か
し
く

感
じ
、
小
豆
島
へ
移
住
し
よ
う

と
決
断
す
る
際
に
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、
私
は
宝
食
品
で
小
豆

島
の
産
業
の
一
つ
で
あ
る
佃
煮

の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

長
年
地
域
に
根
付
い

た
産
業
で
あ
り
、
日

本
人
が
昔
か
ら
食
べ

て
き
た
ご
は
ん
の
お

供
で
あ
る
佃
煮
に
携

わ
れ
た
こ
と
は
仕
事

の
中
で
小
豆
島
の
文

化
に
触
れ
て
い
る
よ

う
で
楽
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
ご

は
ん
を
食
べ
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
で
す
が
、
朝
に
は
元
気
の

出
る
ご
は
ん
と
佃
煮
を
ぜ
ひ
！

（
笑
）

　
島
外
の
友
人
や
島
の
人
に
も

小
豆
島
へ
の
移
住
を
よ
く
決

断
し
た
な
と
言
わ
れ
る
私
で
す

が
、
島
に
来
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
子
育
て
に
関
わ
れ

る
こ
と
で
す
。
昨
年
8
月
に
待

望
の
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し

た
。
最
近
の
帰
宅
後
の
日
課
は

息
子
と
お
風
呂
に
入
る
こ
と
で

す
。
我
が
子
の
成
長
を
日
々
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
田
舎
に
な
い

も
の
を
挙
げ
る
と
切
り
が
な
い

で
す
が
、
田
舎
に
し
か
な
い
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今

を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
小
豆
島

で
穏
や
か
な
が
ら
も
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
本
登
美
男

山
本　
勲

森
近
幸
雄

木
村
勝
昌

森
川
志
津
子

大
石　
勇

三
木
考
二

流　
一
夫

平
岡
俊
章

氏　
名

85 81 69 86 95 85 70 65 80 歳
純

一

秀

子

永 

容

政

子

川
本
裕
美
子

啓

彦

正

志

一

郎

二
三
子

届
出
人

片

城

草
壁
本
町

〃
西

村

吉

野

二

面

室

生

中

山

池

田

地　
区

髙
橋　
次
郎

中
村　
巖

森
口　
悟

松
井
チ
ヨ
コ

大
西
一
郎

三
木
義
明

濵
本
能
史

91 96 87 91 74 83 72
慶

一

好

伸

藤
井
久
幸

眞
理
子

二

郎

章

弘

妙

子
坂

手

堀

越

馬

木

岩

谷

安

田
〃

片

城

１
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　
生　

（
３
人
）

◎
死　
　
亡　

（
16
人
）

関　

絢あ
や
と斗

岡　

果か

ほ歩

中
多
陽ひ

な
と
南
斗

赤
ち
ゃ
ん

男 女 男 性
別

拓

実

兼

弘

陽

集

届
出
人

馬

木

安

田

池

田

地　
区

人　口

男　性

女　性

世帯数

人

人

人

世帯

（ー 22 人）

（ー 15 人）

（ー 7 人）

（ー 14）

（２月１日現在（　）内は前月比）

13,796

6,520

7,276

6,227

企
画
・
編
集
/小
豆
島
町
企
画
財
政
課

〒
761-4492　

香
川

県
小

豆
郡

小
豆

島
町

片
城

甲
44-95

TEL（
0879）82-7000・

FA
X（

0879）82-7023
2020

年
３
月
１
日
発
行
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